
 

 

 

 

 

 
 

最後まで諦めないプレーに拍手 

校 長     

 寒い日が続いています。ビオトープの水面や路面の水たまりが凍ると、子供たちは足で

トントンとたたいて氷の感触を確かめています。また、登校途中で見つけた霜柱を大事そ

うに手のひらにのせて登校する子供たちがいます。冬の季節を楽しんでいる様子が伝わり、

微笑ましいです。また、学校では梅や水仙の花が咲き始めました。少しずつ春が近づいて

いることを感じています。 

 １月２１日、本校を会場として小学生球技大会が開かれました。本校に集まったのは、

小谷小、有吉小の６年生です。３校でサッカーとバスケットボールの試合をしました。 

この大会に向けて、６年生は１１月からサッカーとバスケットボールの練習を始めまし

た。初めは、声も小さく、パスがねらったところへとおらなかったり、シュートが入らな

かったりしていました。放課後や休み時間の練習を積み重ねるうちに、少しずつ技術を  

高め、ボールの扱いが上手になりました。仲間を励ましたり指示を出したりする声も積極

的に出るようになり、チームとしてのまとまりが出てきました。 

 当日は、６年生の表情がいつもと違いました。引き締まった表情で、緊張の中にやる気

が感じられました。試合前に円陣を組んで発したかけ声に、その気持ちがよく表れていま

した。サッカーもバスケットボールも選手同士で声をかけ合ったり、試合をしていない  

仲間や応援している仲間から励ましの声がかかったりしていました。点を入れられても 

ボールを追いかけ、ボールを奪ってチャンスをつくろうと全力でプレーする姿は、本校の

最高学年として誇らしいものでした。試合を観戦していた下級生たちは、迫力あるプレー

に引き込まれていました。また、壮行会の時より大きな声で６年生を応援することができ

ました。大会の結果は、サッカー、バスケットボールともに２位でした。試合でも応援で

も扇田小のチームワークのよさを感じることができた大会でした。 

 今年度も残り２カ月、学級集団としてのチームワークを振り返らせていきたいと思いま

す。仲間づくり、友達づくりは学校での大切な学びです。仲間との思い出が一つでも多く

できるように教職員皆で支援していきます。 
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２月の生活目標 「学校・クラスのためにできることを考えよう」 

 
学校全体やクラスのために頑張ることで、学校のみんなやクラスの友達が喜んだり笑顔

になったりします。誰かのために自分から進んで取り組める働きかけを学校では行ってい

きたいと思いますので、ご家庭におきましても、そのような姿を目にしたら、是非褒めて

ください。子供たちは褒められることで、さらに成長する姿を見せてくれます。 

 

〇スクールカウンセラーについて 

スクールカウンセラーは、児童へのカウンセリング（児童の抱える悩みや不安へのケア）

やカウンセリング等に関する保護者の方への助言等を個別に行います。予約は申し込み順

となっておりますので、お電話にて受け付けいたします。（担当：教頭） 

【今月の来校日】時間：８：１５～１２：１５ 

６日（金）・１３日（金）・２０日（金）・２７日（金） 

○給食費の口座振替のお知らせ 

  第８期の給食費等の振替は、２月２５日(水)です。引き落としができなかった際は、

３月１６日(月)に再振替を行います。登録口座の残高を確認し、振替日前日までに必要

な金額(６月中旬に配付済みの納入額決定通知書に記載)をご用意ください。 

  再振替でも引き落としができない場合、給食費は納付書による金融機関等でのお支払

いとなりますのでご注意ください。（その際、学校徴収金は振込手数料が必要となります。） 

〇令和８年度の大まかな学校行事について 

４月 前期始業式（８日） 入学式（１０日） 

７月 夏季休業（２１日～８月３１日） 

９月 夏休み明け集会（１日） 

１０月 前期終業式（８日） 秋季休業（９日～１３日） 後期始業式（１４日） 

１２月 冬季休業（２４日～１月５日） 

１月 冬休み明け集会（６日） 

３月 
修了式（２４日） 

学年末休業（２５日～３１日） 

  ※詳しい年間行事予定につきましては、３月頃お知らせいたしますので、学校への  

お問い合わせ等はご遠慮いただきますようお願いいたします。予めご了承ください。 

 

〇春が少しずつ 

  校舎の窓から外を見てみると、梅の花がもう 

咲いています。寒さの中でも凛とした様子で咲 

いているようでした。春の温かさも待ち遠しい 

ですが、２月の寒さも十分味わっていきたいも 

のです。 


